
子育て期は、ストレスの多い、健康が脅かされる時期
十分な睡眠が必要だが、昼夜を問わない子どもの世話も必要

果たして、どのくらい睡眠はとれているのか？
「よい睡眠」に向けてどのように睡眠をとればいいのか？
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・母親・父親（予備軍含む）への支援として、
子育てのアドバンテージ（負担のみでない）を
明確化し共有できる仕組みを考えたいです。
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子どもだった頃の楽しかったあんなことこん
なことをいまの子どもたちにも！そんな子ども
の成長を笑顔で見守る親たちを支えられる社会
に！を目指し、微力ながら取り組んでいます。
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母親、父親、みんなが笑顔で子育て！
～ 周産期・子育て期の健康促進方略とは ～

※お問い合わせは 新潟大学社会連携推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

妊娠は、受精卵が生じた時点から分娩に至る進
行性の変化です。妊娠した女性は約10か月に渡
りダイナミックに心身を変化させ、分娩を担って
（子どもが出生）家族を産み出します。その後は
短期間のうちに身体を回復させつつ母乳育児など
新しい子どもの子育てが始まります。
出産後は、昼夜を問わない子どもの世話が加わ
り、母親のみならず、社会生活との両立を迫られ
模索する父親も、夜は眠れず、昼も眠れず、緊張
の多い時期です。出産年齢の高年齢は、母体の合
併症（持病）のケアが必要な場合や、同時に家族
も高年齢ゆえに介護が必要な場合もあります。近
年は、新型コロナウイルス感染症対策も追い打ち
を掛け、子育てに関わるさまざま課題が浮き彫り
になっています。育児不安／産後うつ病／児童虐
待、DVは、待ったなしの状況です。
よりよい健康状態で相互に協力的であることが
望まれますが、実態は果たしてどうでしょうか？
「より健康で、みんなが笑顔で子育て期」の実
現に寄与すべく、子育てサポートの方策、妊娠前
からの準備・セルフケア方略への示唆を導けるよ
うな研究を進めています。

アクチスリープモニタ

（モニタ）

3次元の加速度計。重量18g。
使用者の動きを測定し、精度が十
分に認められているCole-Kripkeも
しくはSadehのアルゴリズムで睡
眠・覚醒を高い精度で判定する。
（MAGnet websiteより引用）

Cole&Kripke analysis

corrected mes by referring to sleep diary

in blued night sleep, awaked >5 min changed pink as awaking

<15 min sleep between awakings regarded as awaking
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分析方法
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